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池見専務 

マルハニチロ社長に池見専務 

マルハニチロは３日の取締役会で池見賢（いけみ・まさる）専務を社長

とする人事を内定した。伊藤滋社長は代表取締役会長、米岡潤一郎代表取

締役副社長は顧問。４月１日付。 

 池見専務は1957年12月22日生まれの62歳。兵庫県出身。マルハニチロ食

品海外部長、マルハニチロホールディングス海外業務部部長役から2011年

執行役員。14年マルハニチロ執行役員。取締役、常務執行役員などを経て

19年４月から取締役専務執行役員。

中央魚類３期、営業利益4.3倍の10億円

 中央魚類（東京・豊洲、伊藤晴彦社長）の

2020年３月期第３四半期（４～12月）は、水

産物卸売事業の利益率改善や冷蔵倉庫事業の

新物流センター稼働などで営業利益が前年比

4.3倍の９億8800万円と大幅増益となった。 

 売上高は前年比0.1％増の1497億7800万円。

経常利益は約３倍の11億1800万円（前年は２

億7800万円）、四半期純利益は４億7500万円

（同6200万円の純損失）。 

 水産物卸売事業の売上高は0.8％減の1439

億9600万円、セグメント利益は３億2700万円

（前年は３億4000万円の損失）。天候不順によ

る不漁の影響を受けたが、売上総利益率の改

善や販売管理の削減で減収増益となった。 

 冷蔵倉庫事業の売上高は31.6％増の53億

2200万円、セグメント利益は50.0％増の２億

6700万円。川島物流センター（埼玉県）の稼

働で保管料や荷役料などの売上げが増え、大

幅な増益となった。 

 不動産賃貸事業の売上高は、前年比11.0％

増の５億4000万円、セグメント利益は11.8％

増の３億5800万円で、荷役事業の売上高は

4.2％増の５億4300万円、セグメント利益は

32.0％増の3700万円。 

 通期は売上高2060億円、営業利益11億円、

経常利益12億円、当期純利益６億円を予想。

         

 

大都魚類３期、取扱減少で営業利益６割減……２ 

ホウスイ３期、冷蔵・食品とも増益…………２ 

水産タイムズ社、SIALチャイナ視察中止………２ 

春季カツオ来遊量、昨年を上回る予想…………３ 

鳥羽市、都内で写真展示会を開催 

 奇界遺産・佐藤氏の視点から魅力発信………３ 

12月冷蔵倉庫、入出庫・在庫とも減少………４ 
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